
2022 年度
受賞者

すぐれた教育実践を表彰する賞を毎年授与。
1969 年より 50 年以上にわたり教育に携わる
卒業生の熱意を応援してきました。
総会で受賞者の研究発表が行われます。

松沢研究奨励賞

卒業生を応援

総会 ・ 新春のつどい 会誌 「友松」

支部総会 ・ 懇親会

同期会
同期生相互の親睦を図るために、同期会世話
人を選出。2 年に１回、同期会世話人代表者
会を開き情報交換しています。2016 年度か
ら卒業時に世話人を推薦。

明治 23 年に創刊され
た会誌は 2023 年で
113 号となりました。

横浜市老松町にあった神奈川県師範学校

　友松会は、明治21年(1888 年）神奈川師範学校同窓会として発足し、
横浜国立大学学芸学部、教育学部、教育人間科学部、教育学部と学部
名は変わりましたが、2024 年で 136 周年を迎えます。会員は、これ
までに6万人を超え、県内はもとより全国の教育界、実業界、芸術・スポー
ツ等の分野で広く活躍しています。

ゆうしょうかい

学生会員は特別優待会費 「学割」
で気軽に参加いただけます。

神奈川県下に42、大学、東京に支部があります。
会員相互の親睦、研修を中心にＯＢと若手と
の交流を図っています。

 会名の由来
明治 21 年、同窓会の発足に当たり当時の
会則の第３条に次のような記載があります。
「本会会員ハ皆曽テ縣校ニアリ  朝夕松樹ヲ
友トシ，同窓ニ苦学セルヲ記センガ為，神
奈川縣友松会ト名ヅク」

教育系学部の伝統ある同窓会に入会ください

親睦を深める

横浜国立大学教育系学部同窓会友松会明治 21 年創立深まろう 高まろう
つながる会員 つながる大学
～ 新しい時代にふさわしい豊かな活動を ～

※ 提出いただいた個人情報は、会員情報管理、会報・資料送付

　 およびイベント開催等、同窓会活動の範囲内で利用させてい

　 ただき、それ以外の目的では使用しません。

全員の入会をお願いいたします。

１）入学時のみの払い込みで、在学中及び学部卒業後を含めた

　　10 年間の同窓会費とします。

２） 入学から 10 年間の会費です。11 年目以降は一般会費（年

　　2500 円）をお支払いいただきます。

３）卒業後は支部に所属、または個人会員として再登録をお願

　　いします。

４）途中での返金はいたしません。途中での入会は事務局へお

　　問い合わせください。

２万円（10 年分）の会費を入学時に学生会員
年会費 2500 円のところ、10 年分 20,000 円（年 2000 円）に割引入会案内

ゆうしょうかい

同窓会案内

卒業を祝う 模擬面接

　大学での教職の就職活動向けの
講座で友松会会員が講師を勤めて
います。 ４年生向け教員採用二次
試験直前面接対策講座、 3 年生向
け面接対策講座、 教育実習事前指
導などです。

記念品を贈り卒業をお祝いします。

学生を応援

教職の就職活動を応援

吉田　啓 H16 卒 髙橋　正臣 H15 卒

2 0 2 4



〒220-0044　神奈川県横浜市西区紅葉ヶ丘 53　横浜市教育会館 3階
電話　045-326-6700　FAX　045-341-3537
E-mail ； yuusyoukai@nifty.com　HP ； https://www.yuusyoukai.org/

事務局

友松会 神奈川県師範学校・神奈川県女子師範学校・神奈川師範学校横浜国立大学学芸学部 ・教育学部・教育人間科学部・大学院教育学研究科 同窓会

友松会HP

　奥地　圭子氏　（東京シューレ理事長）

　岩井　俊二氏　（映画監督）

　加藤　雅也氏　（俳優）

　稲葉　浩志氏　（B’ z ボーカル）     

　富川　悠太氏　（ジャーナリスト）

　眞鍋　かおり氏 （マルチタレント）　

　新田 渉世氏　Ｈ04 卒
元東洋太平洋バンタム級

チャンピオン

木村 文子氏 H23 卒　
100m ハードル走

オリンピック出場

森久保　仙太郎氏  S12 卒　
教育者、　歌人、 児童文学作
家 （もりひさし）。
「はらぺこあおむし」 翻訳者 「こ
ぐまちゃんシリーズ」 作者
平成 30 年没

勝俣　泰造氏　S13 卒

画家、 川崎市立小学校校長を
経て定年退職。日本水彩画展、
独立展奨励賞受賞、 画集 「四
季おりおり」 出版。 104 歳 （令
和４年） の現在も絵画指導に
熱心に取り組まれている。

◆各界で活躍する多彩な先輩たち

◆YNU プラウド卒業生

社会へ大きく貢献した先
達の業績を長く後世に伝
え、 学生の模範となるよ
う附属図書館内に創設さ
れたYNUプラウド文庫。
右の 2 氏は友松会より最
近推薦された YNU プラ
ウド卒業生。

鈴木 俊彰 教育学部教授 冨田 温子 教育学部３年 西 桃花 教育学部 2 年

詳細は web で

グループ討議

学生が児童と直接触れ合える学
外活動を実施

がやっこ探検隊で活動 わくわくサタデーで活動

グループ討議で課題解決
のヒントをもらった

ボランティアで経験できる
こととできないことがある

   横浜国立大学都市科学部講義棟で、 鈴

木俊彰教授、 ３年生冨田温子さん、 ２年生

西桃花さんに参加していただき、 友松会副

会長藤馬享さんがコーディネーターとなりシ

ンポジウムを行い、 それを受けてグループ

討議を行いました。

　まず、 鈴木教授から 「より質の高い優れ

た教員」 を輩出するための施策の一つ、

本大学が行っている学生が実際の子どもた

ちと関わる具体的な活動 （１年次の教育実

地研究、 ２年次のスクールデイ実践、 ３年

次の教育実習。 学外活動） について説明

されました。 　

　それを受け、 ３年の冨田さんから学外活

動の 「がやっこ探検隊」 そして２年生の西

さんから 「わくわくサタデー」 のそれぞれの

活動の様子や活動を通して学んだことを紹

介してもらいました。

　－「子ども理解」 について実際に子どもと

の触れ合い体験から、 講義では学べない

たくさんのことを学んだ－

　－最初は教職につくためのボランティア参

活動紹介
2022 年 11 月 6 日 （日） 横国 Day 友松会主催イベント

『豊かな教育を考える会』 シンポジウム

教育ボランティアの今、 そして私たち　レポート

横国 Day とは     
横浜国立大学の卒業生や在学生、 教職員がキャンパスに集い、 旧

交を温め、 会員相互の親睦と資質の向上を図るイベントです。

加だったが、 今は自分の心の中に子どもた

ちが育っている、 住んでいる感覚になった

－

　この後、 現役校長７名、 学生 16 名、 友

松会ＯＢ約３５名を交えた７グループで討議

を行いました。

　－ＯＢからは、 学生さんが、 しっかりとし

た考えをもって活動していることが分かりう

れしくなった。 是非教員になってほしい。

悩みや困ることがあったら、 気軽にＯＢに

相談してほしい－

　－学生さんからは、 不安や苦手なことは、

今のうちに様々な体験をしてメンタルを強く

していこうとこの協議を通して思った－

　学生会員を交えた活発な協議で、 よりよ

い教員となるために共に考える有意義な時

間となりました。 （学年などはイベント当時

のものです）


